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世話人会
金目 ネ トツ川水系流域　　　　　　 ワーク

金
目
川
の
魚
類
の
今齋

藤
和
久

（
相
模
湾
海
洋
生
物
研
究
会
）

　

金
目
川
に
何
種
類
の
魚
類
が
記
録
さ
れ
て
い

る
か
、
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
金
目
川
の
魚
類
の

記
録
は
、
過
去
に
は
浜
口
・
林
（
１
９
８
３
）

が
あ
り
、
そ
の
後
、
木
村
（
１
９
８
８
）、
勝

呂
ほ
か
（
１
９
９
８
）、永
井
ほ
か
（
２
０
０
５
）

な
ど
で
、
最
新
の
も
の
は
神
奈
川
県
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
（
２
０
１
４
）
の
報
告
が
あ
る
。
最

新
の
記
録
で
は
34
種
が
記
録
さ
れ
、
県
内
河
川

で
は
相
模
川
、
境
川
に
次
い
で
多
く
の
魚
種
が

記
録
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
録
か
ら
、
金
目
川
に
は
53
種

の
魚
種
が
記
録
さ
れ
て
い
た
（
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ

及
び
サ
ケ
を
含
む
）。
こ
の
53
種
は
、
最
新
の

相
模
川
の
記
録
の
46
種
に
匹
敵
す
る
数
で
、
金

目
川
は
、
多
く
の
魚
類
が
生
息
で
き
る
環
境
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
金
目
川
在
来
の
魚
種
が
多
い

の
で
は
な
く
、
国
外
や
国
内
の
外
来
種
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
後
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
最
近
の
金
目
川
の
魚
類
の
話
題

を
紹
介
す
る
。

◆
ム
ギ
ツ
ク
…
コ
イ
科
の
魚
類
で
本
来
は
西
日

本
に
分
布
す
る
た
め
、
金
目
川
で
は
国
内
外
来

種
に
あ
た
る
。
最
近
に
な
っ
て
記
録
さ
れ
た
。

◆
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
…
北
海
道
原
産
の
ド
ジ
ョ
ウ

の
仲
間
で
、
金
目
川
で
は
国
内
外
来
種
に
あ
た

る
。
金
目
川
の
限
ら
れ
た
水
域
の
み
で
記
録
さ

れ
、
自
然
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

◆
サ
ケ
…
金
目
川
で
２
０
０
７
年
に
サ
ケ
が
死

亡
し
て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
、
現
場
に
は
２
個

体
が
死
亡
し
て
い
た
（
写
真
２
）。
こ
の
数
日

前
に
は
遊
泳
し
て
い
る
個
体
の
目
撃
情
報
も
あ

り
、
金
目
川
に
は
迷
い
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

る
。
県
内
の

他
河
川
で
も

た
ま
に
見
ら

れ
る
。

◆
カ
マ
キ
リ
…
カ
ジ
カ
の
仲
間
で
、
産
卵
の
た

め
に
川
を
下
る
降
河
回
遊
魚
で
あ
る
。
過
去
に

相
模
川
や
酒
匂
川
で
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
金

目
川
で
の
記
録
は
な
い
。
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

生
物
調
査
で
は
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類
と
さ
れ
る

が
、
２
０
０
６
年
と
最
近
に
記
録
さ
れ
た
。
写

真
は
２
０
０
６
年
の
平
塚
大
橋
下
流
で
、
投
網

で
採
集
さ
れ
た
個
体
。

◆
ア
ユ
の
卵
…
ア
ユ
は
過
去
か
ら
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、
２
０
０
６
年
に
そ
の
生
態
に
つ
い

て
、
金
目
川
水
系
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
同

で
調
査
を
行
っ
た
。
写
真
は
そ
の
時
に
確
認
し

た
ア
ユ
の
発
眼
卵
で
、
金
目
川
で
産
卵
し
て
い

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

2012.10.20採集

写真２

2006.11平塚大橋下流
投網で採集されたカマキリ

アユ発眼卵

　

魚
類
の
生
息
は
、
環
境
の
変
化
や
外
来
種
の

侵
入
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

こ
れ
か
ら
も
金
目
川
の
魚
類
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
々
と
連
携
し
て
そ
の
動
向
を
注
意
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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マグネシウム チタン アルミニウム カルシウム ケイ素 ナトリウム 硫黄 マンガン カリウム リン

上流 0.54 0.19 3.49 2.79 6.65 0.04 0.13 0.15 0.16 0.11

中流 0.44 0.14 3.83 3.01 7.13 0.05 0.27 0.12 0.22 0.13

下流 0.30 0.11 4.01 2.45 7.44 0.04 0.18 0.14 0.25 0.20

　2013年より近隣の河川水に加えて、河川の底質（水底の表層）の測定をはじめました。ここでは金目川底質試料の含有
元素、酸溶出元素の測定結果を紹介します。
　底質の調査に関しては、2012年 8月に改訂された環境省の「底質調査方法」が参考になります。金属類としてカドミウ
ム、鉛、銅、亜鉛、鉄、マンガン、ニッケル、モリブデン、ヒ素、セレン、アンチモン、クロム、ホウ素、水銀、ベリリウム、
バナジウム、ウランが対象とされています。
　底質試料は前号で紹介した河川水採取場所で2013年夏に採取した。試料は風乾後 2 mm のふるいを通し、さらに粉
砕後 250 μ m のふるいを通した後、110℃で乾燥させた。測定は乾燥試料の含有元素の測定を蛍光 X線分析で、酸溶
出試料の元素分析を ICP発光分析で実施した。
　表1に金目川の上流・中流・下流の底質の分析結果を示した。蛍光 X線強度で示してあり、元素間の濃度の直接比較は
できないが、マグネシウムやチタンは下流に行くほど少なく、カリウムやリンは逆に下流に行くほど多くなる傾向にあった。カ
ルシウムは河川水中、底質中共に中流の濃度が高く、河川水の影響が大きいと考えられた。カドミウム、亜鉛、ニッケル、
モリブデン、ヒ素、セレン、アンチモン、クロム、水銀、ベリリウム、バナジウムは検出されなかった。ウランは測定して
いない。純水及び塩酸による溶出試験(純水や酸に溶け出てくる元素を測定)も行った。塩酸の溶出量は多いが上流・中流・
下流の差異は小さい。相模川でも同様の傾向であった。
　現在今年度の結果をまとめており、昨年度の結果とあわせて経年変化を検討している。今回報告した測定値は2013年
度の卒業研究として宮下愛梨彩さんが実施した測定値を使用しました。

表 1　金目川河川底質試料の定性分析（蛍光 X 線分析：Kα線の強度） （kcps）

マグネシウム アルミニウム カルシウム ケイ素 ナトリウム 鉄 カリウム

上流
純水 0.21 0.15 0.54 1.44 0.15 0.14 0.21

塩酸 4.67 6.05 5.08 8.06 1.07 8.11 1.10

中流
純水 0.15 0.19 0.28 1.10 0.13 0.19 0.27

塩酸 3.02 5.49 5.07 6.06 1.00 6.52 0.96

下流
純水 0.17 0.20 0.45 1.42 0.21 0.17 0.19

塩酸 6.54 5.66 5.27 5.62 0.92 5.27 1.04

金目川底質の測定

神奈川大学理学部西本研究室　　大学院生　久野輝昭

表２　純水及び酸溶出元素と濃度　（底質1gから溶出する金属のmg数） （mg/g）
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浜
口
哲
一
先
生
の
言
葉

　
自
然
観
察
は
な
ぜ
必
要
か

　
平
成
18
年
に
全
国
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
翌

年
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
翌
々
年
神
奈
川
県
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
資
格

を
取
得
し
、
自
然
観
察
ガ
イ
ド
や
出
前
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

都
合
三
つ
の
団
体
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
環
境
教
育
の
中
で
、
身
近
な
自
然
か
ら
学
ぶ
体
験
を
環
境
学

習
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
浜
口

哲
一
先
生
の
言
葉
」
か
ら
体
験
学
習
の
考
え
方
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

浜
口
先
生
に
は
、
平
塚
市
博
物
館
の
他
に
沢
山
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
り
、
私
は
そ
の
晩
年
の
ご
く
一
部
し
か
ご
一
緒
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
特
に
最
後
に
述
べ
る

「
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
」
の
説

明
に
情
熱
を
注
が
れ
た
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
先
生

は
「
な
ぜ
観
察
会
を
開
催

し
て
大
勢
の
人
を
自
然
の

中
に
つ
れ
て
い
こ
う
と
す

る
の
か
」
に
つ
い
て
質
問

を
す
る
と
、
子
供
の
頃
、

葉
山
の
自
然
に
触
れ
て
育

っ
た
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
こ
の
写
真
は
と
て

も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

　

日
本
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
副
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

全
国
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
神
奈
川
会　

品
川
　
高
儀

さ
て
、
自
然
観
察
に
出
か
け
る
理
由
は

　

①�

自
然
保
護
に
つ
い
て
意
見
を
同
じ
く
す
る
仲
間
を
作

る

　
　
　

＝
価
値
観
の
共
有
を
す
る
こ
と

　

② 

自
然
に
つ
い
て
科
学
的
に
理
解
を
す
る

　
　
　

＝
本
物
に
触
れ
て
理
解
す
る

　

③�
自
然
に
は
人
を
育
て
て
く
れ
る
力
が
あ
る
の
三
つ
の

理
由
が
あ
り

特
に
人
を
育
て
て
く
れ
る
内
容
に
は

　

① 

体
を
鍛
え
る

　

② 

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す

　

③ 

感
性
を
豊
か
に
す
る

　

④ 

好
奇
心
を
刺
激
す
る

の
四
つ
が
あ
り

身
体
の
部
分
に
注
目
し
て
「 

し
な
や
か
な
体
」
を
作
る
と

い
う
意
味
で
捉
え
て
い
ま
す
。

　

観
察
会
で
触
っ
て
初
め
て
判
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、

豆
が
弾
け
る
よ
う
な
か
す
か
な
音
を
探
す
。

　

ま
た
隠
れ
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
出
す
、
微
妙
な
味

を
経
験
す
る
な
ど
自
然
の
事
物
は
五
感
に
多
様
に
反
応

す
る
こ
と
、
多
様
な
事
物
で
繊
細
な
五
感
が
養
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

外
界
か
ら
刺
激
を
受
け
る
の
は
全
部
五
感
で
あ
り
、

五
感
が
活
き
活
き
し
て
、
活
発
な
心
と
体
の
活
動
の
源

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
役
割
は
、
人
を
育
て
て
く
れ
る
総
合
的
な

力
を
持
つ
自
然
の
中
に
み
ん
な
を
連
れ
て
行
っ
て
、
自

然
の
力
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

別
の
視
点
で
は
、
自
然
観
察
の
方
法
は
学
校
の
教
科

と
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
が
理
科

的
な
観
点
で
発
展
す
れ
ば
自
然
科
学
的
研
究
に
な
っ
て

い
き
ま
す
し
、
社
会
的
な
観
点
と
結
び
つ
く
と
、
環
境

問
題
の
格
好
の
入
口
に
な
り
ま
す
。

　

先
生
は
、
地
域
へ
の
愛
着
の
意
味
か
ら
「
ト
コ
ロ
ジ

ス
ト
」
を
目
指
そ
う
と
提
言
し
て
い
ま
す
。「
ト
コ
ロ
ジ

ス
ト
」
の
意
味
は
、「
あ
る
場
所
の
専
門
家
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
観
察
会
に
は
鳥
の
専
門
家
、
虫
の
専
門
家
が

沢
山
い
ま
す
が
、
あ
る
場
所
に
つ
い
て
自
然
環
境
だ
け

で
な
く
歴
史
や
文
化
も
含
め
て
幅
広
く
捉
え
、
身
近
な

自
然
の
専
門
家
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
専
門
家
に
も
「
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
」
と
い
う
名
前

を
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
前
は
辞
書
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ち
こ
ち

で
「
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
」
に
な
ろ
う
と
い
う
方
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
浜
口
哲
一
先
生
の
精
神
は
こ

れ
か
ら
も
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　サクラの蕾が少しずつ大きくなってきました。
開花する前に花水橋周辺に、
（高麗大橋から JR鉄橋の間の両岸、河原）
たまった各種のゴミをみんなで集めます。
声を掛け合って、ふるってご参加ください。

●日時			  2016 年３月６日（日）
	 	 	 朝９時～ 11時まで
			   多少の雨天決行
●集合			  ８時 45分「花水橋」
	 	 	 大磯側上流（右岸）のたもと
	 	 	 の空き地。車は 10数台、
	 	 	 駐車可能です。
●作業場所		  JR鉄橋～高麗大橋の間の両岸、	
			   土手周辺、河原の各種ゴミ
●ゴミ集積場		 高麗大橋左岸の下流より（平塚側）の土手（平塚市環境事業局が回収）
●持物・服装		 長靴、手袋、ごみハサミ・身軽な服装。ゴミ袋は用意します。
●参加団体		  金目川水系流域ネットワーク、丹沢山塊の自然を考える会、横浜ゴム
			   平塚製造所、こまたん、水曜探鳥会、桜ヶ丘町内会などの有志。
			   各種ボランティア団体の有志、個人、どなたも、参加を歓迎します。
●申込先・担当	 府川 清　TEL 0463 － 34－ 7475（平塚市桜ヶ丘８－ 11）
			   　　　　 FAX 0463 － 34－ 7465（金目川水系流域ネットワーク会員）
Ｅメール		  hukawa. kiyosi@purple.plala.or.jp

＜発行＞　金目川水系流域ネットワーク　 平塚市南金目 722-2　　　　TEL&FAX　0463-59-2000  柳川三郎

　

去
る
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
四
日
（
日
）、
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

十
三
号
館
に
お
い
て
「
湘
南
里
川
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
高
崎
経
済
大
学  

飯
島　

明
宏
准
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
「
地
域
の
河
川
を
利
用
し
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
実
施
後
、「
金

目
川
水
系
が
目
指
す
里
川
ら
し
さ
」、「
金
目
川
水
系
の
生
物
多
様
性
」、「 

金
目

川
水
系
の
現
実
」、「
私
た
ち
の
住
む
金
目
川
水
系
」
の
各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見
交
換
を
行
う
「
分
科
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
体
意
見
交
換
会
で
は
、
湘
南
里
川
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
県
内
各
地
域
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
参
加
者
に
よ
っ
て
貴
重
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

【 

「
湘
南
里
川
づ
く
り
み
ん
な
の
会
」
事
務
局
】

「
湘
南
里
川
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た
！

第７回 金目川下流（花水橋周辺）の
　　土手と河原の清掃　募集！


